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リ
ー
ダ
ー
ズ
・
ダ
イ
ジ
エ
ス
ト
誌
日
本
語
版
六
月
号
に
よ
る
と
、
同
誌
極
東
総
支
配
人
、
マ
ツ
キ
ウ
オ
イ
氏
の
マ
ツ
カ
ー

サ
ー
元
帥
と
の
会
見
記
に
次
の
如
き
マ
ツ
カ
ー
サ
ー
元
帥
の
言
葉
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
「
日
本
は
〝
極
東
の
ス
イ
ス
〟 

と
な

り
、
ス
イ
ス
が
中
立
で
あ
る
と
同
じ
理
由
で
中
立
で
あ
る
べ
き
だ
。
日
本
は
ど
ち
ら
の
側
に
つ
い
て
も
滅
ぼ
さ
れ
て
し
ま
う
に

決
つ
て
い
る
。
」
し
か
る
に
吉
田
首
相
は
、
七
月
十
四
日
の
施
政
方
針
演
説
で
「
永
世
中
立
な
ど
と
い
う
議
論
が
あ
る
が
、
た
と

え
真
の
愛
国
者
か
ら
出
た
も
の
で
あ
つ
て
も
、
こ
れ
は
全
く
現
実
か
ら
遊
離
し
た
言
論
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
自
ら
を
共
産

党
の
謀
略
に
陷
れ
よ
う
と
す
る
危
險
千
万
な
思
想
で
あ
る
。
こ
の
際
中
立
な
ど
と
御
念
仏
を
唱
え
る
者
は
早
期
講
和
を
害
す

る
の
み
な
ら
ず
、
世
界
の
誤
解
を
招
く
こ
と
に
な
る
。
」(

七
月
十
一
日
吉
田
首
相
と
記
者
団
と
の
会
見)

と
い
つ
て
い
る
が
、
吉

田
首
相
は
同
誌
の
マ
ツ
カ
ー
サ
ー
元
帥
の
見
解
を
読
ん
だ
の
か
。
又
読
ん
だ
人
か
ら
聞
い
た
か
。
又
マ
ツ
カ
ー
サ
ー
元
帥
と

吉
田
首
相
と
の
意
見
に
大
変
な
相
違
が
あ
る
よ
う
に
思
う
が
、
こ
の
点
に
関
し
ど
う
考
え
る
か
。 

極
東
の
ス
イ
ス
た
る
た
め
に
は
全
面
講
和
の
締
結
が
必
要
で
あ
り
、
又
マ
ツ
カ
ー
サ
ー
元
帥
は
「
連
合
国
は
、
日
本
を
同 

日
本
の
中
立
に
対
す
る
吉
田
首
相
の
見
解
に
関
す
る
質
問
主
意
書 
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四 
盟
国
と
し
て
使
用
し
、
い
ず
れ
か
の
国
に
対
抗
さ
せ
る
意
図
で
日
本
を
軍
事
的
に
再
建
す
る
意
向
は
な
い
。
」
「
連
合
国
は
、

日
本
が
中
立
を
維
持
す
る
こ
と
を
希
望
し
第
三
国
が
日
本
を
連
合
国
の
敵
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
を
欲
し
な
い
。
」
と
い
つ

て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
永
世
中
立
以
外
に
日
本
の
平
和
を
維
持
す
る
方
法
は
な
い
で
は
な
い
か
。
吉
田
首
相
よ
り
す
れ
ば
、

マ
ツ
カ
ー
サ
ー
元
帥
の
こ
の
い
い
分
も
ま
た
危
險
な
の
か
。
そ
れ
と
も
吉
田
首
相
は
、
マ
ツ
カ
ー
サ
ー
元
帥
か
ら
別
の
指
導

を
特
別
に
受
け
て
い
る
の
か
。
あ
る
い
は
吉
田
首
相
が
失
言
し
た
の
か
。
失
言
と
す
れ
ば
、
そ
の
責
任
の
所
在
は
ど
こ
に
あ

る
の
か
こ
れ
ら
の
点
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


